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御荘地区

城辺地区

一本松地区

　

現
在
、
町
内
に
は
、
文
化
財
保
護
法

に
よ
り
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

と
し
て
守
ら
れ
て
い
る
土
地
が
68
ヵ
所

（
平
成
20
年
４
月
調
査
）
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
土
地
で
土
木
工
事
な
ど
の
開

発
行
為
に
か
か
る
場
合
、
最
低
30
日
前

ま
で
に
県
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
県
か
ら
の
指
示
が
で

る
ま
で
工
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
発
掘
な
ど
の
調

査
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
規
模
の
大
小
に
関
係
な
く
、
早
め

に
生
涯
学
習
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
と
は
？

　

貝
塚
、
古
墳
な
ど
外
形
的
に
判
断
で

き
る
も
の
の
ほ
か
、
口
伝
、
古
文
書
、

古
地
図
、
古
絵
図
、
調
査
研
究
報
告
書

な
ど
に
よ
っ
て
、
土
地
の
中
に
文
化
財

が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
地
域

社
会
に
知
ら
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
を

い
い
ま
す

開
発
行
為
と
は
？

　

単
に
掘
削
行
為
だ
け
で
な
く
、
盛
土

や
構
築
物
の
建
築
な
ど
で
実
質
的
に
遺

跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
の
状
況
を
変
化
さ

せ
た
り
、
事
後
の
調
査
を
不
可
能
に
す

る
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

不
明
な
時
は
？（
ま
ず
は
相
談
を
！
）

　

自
身
の
所
有
す
る
土
地
に
お
い
て
、

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
等
、
そ
の
土
地

が
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
生
涯
学
習
課

で
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

包蔵地のお知らせ ま
ず
は
相
談
を
！

開
発
に
は
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
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西海地区

内海地区

埋蔵文化財包蔵地台帳
通番号 所在地 包蔵地名

愛南町御荘地区
1 深泥 深泥遺跡
2

平城

馬瀬遺跡
3 節崎遺跡
4 八幡野遺跡
5 猪ノ尻遺跡
6 法華寺遺跡
7 平城貝塚
8 菊川 銭坪遺跡
9

平城
貝塚遺跡

10 永の岡遺跡
11 源駄場遺跡
12 長月 御荘焼窯跡
13 深泥 深泥Ⅱ遺跡
14 和口 和口西の駄場遺跡
15

平城
日枝神社遺跡

16 日向谷遺跡
17 大谷遺跡
18 長月 安住寺五輪塔
19 平城 岡村松軒翁の墓
20 菊川 風ヶ森城跡
21 長月 永月城跡
22 平山 大島遺跡

愛南町内海地区
23

柏

串ヶ岡（赤樫）城跡
24 鳥巣（城首・鳥首）城跡
25 矢落遺跡
26 小山畑遺跡
27

平碆
本谷しく様遺跡

28 白王山遺跡
29

油袋
五輪墓跡

30 五輪墓跡
31 須ノ川 法華石城跡
32 油袋 五輪墓跡

愛南町一本松地区
33

中川
茶堂遺跡

34 茶堂Ⅱ遺跡
35 増田 猿越城跡
36

広見
札掛遺跡

37 広見遺跡
38 増田 峠の城跡
39 正木 ムソノ城跡

通番号 所在地 包蔵地名
愛南町西海地区

40 小浦 小浦墓地
愛南町城辺地区

41

緑甲

梶郷駄場Ⅰ遺跡
42 梶郷駄場Ⅱ遺跡
43 梶郷駄場Ⅲ遺跡
44 大道下遺跡
45 樫床 太場遺跡
46 緑当時 緑当時遺跡
47 城辺乙 愛宕山遺跡
48 城辺甲 城辺小学校校庭遺跡
49 城辺乙 三島岡遺跡
50 城辺甲 久保遺跡
51 鳥越 鳥越遺跡
52 久良 天嶬の鼻遺跡
53 緑乙 緑城跡
54 城辺甲 数城跡
55 城辺乙 御陣山城跡
56

城辺甲
常盤城跡

57 大森城跡
58 久保 大谷の砦跡
59 鯆越 太郎谷砦跡
60 古月 鳶の巣城跡
61 長野 不老の砦跡
62 下長野 一夜城跡
63

緑
御荘焼一木窯跡

64 御荘焼早崎窯跡
65 豊田 御荘焼豊田窯跡
66

天嶬鼻
高野長英築造の台場跡

67 天嶬の鼻砲台場石塁
68 樫床 ホリキリ

周知の埋蔵文化財周知の埋蔵文化財包蔵地

町内68ヵ所
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総務費
13.80％

２０億２,２８３万４千円
２０億４３９万９千円

１８億９,５３５万９千円
２０億９４３万１千円

予算額 １５０億２,３０５万８千円
決算額 １４５億２,５５９万９千円

予算額 １５０億２,３０５万８千円
決算額 １４９億９,９４４万６千円

７４億３,５４６万２千円
７５億５,２８８万６千円

９億７,６７１万３千円
８億２,１４５万８千円

８億４,７２８万２千円
８億４５４万１千円

３,５００万円
３,５００万円

５億４,９２４万円
５億４,９２４万円

２０億２,５７０万円
１９億３６０万円

１２億５,８３０万２千円
１３億２,３２９万円

３１億４,５６９万７千円
３０億８,３９９万１千円

１２億４,４６０万３千円
１２億１,５０９万円

２０億３,７７２万１千円
１７億４１１万円

６億２,０６４万５千円
５億９,９８７万７千円

４億５,５４７万６千円
４億４,８３１万５千円

１５億６,０６４万８千円
１５億４,３８３万６千円

３０億８,０４３万４千円
３０億８,０４０万２千円

５億１,０７３万円
５億１,０７１万４千円

３億４,４２７万円
３億３,４８６万５千円

民生費
21.23％

衛生費
8.37％

農林水産業費
11.73％

土木費
4.13％

消防費
3.09％

教育費
10.63％

公債費
21.21％

諸支出金
3.52％

その他
2.29％

地方税
13.40％

歳　入 歳　出

地方交付税
50.35％

国庫支出金
5.48％

都道府県支出金
5.36％

繰入金
0.23％

繰越金
3.66％

地方債
12.69％

その他
8.83％

0 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億80億 70億 60億 50億 40億 30億 20億 10億 0

その他の支出

人件費

物件費

25.63％

1.11％9.26％

3.51％

21.21％

14.42％

5.63％

6.89％

12.34％

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

公債費

繰出金

積立金

　  状況をお知らせします。

　愛南町財政事情の作成及び公表に関する条例に基づき、平成１９年度における愛南町の財政状況

（歳入総額が１４９億９,９４４万６千円、歳出総額が１４５億２,５５９万９千円）をお知らせします。

一般会計の予算執行状況

その他の収入
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得
税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付
金・分担金及び負担金・使用料及び手数料・財産収
入・寄附金・諸収入

その他の支出
議会費・商工費・災害復旧費性質別歳出

決算収支の状況

歳 入 総 額 149億9,944万6千円

歳 出 総 額 145億2,559万9千円

歳 入 歳 出 差 引 額 4億7,384万7千円

翌年度に繰り越すべき財源 1,528万1千円

実 質 収 支 4億5,856万6千円

その他の支出
維持補修費
災害復旧事業費
投資及び出資金
貸付金
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⑴国民健康保険特別会計 ⑵老人保健特別会計 ⑶介護保険特別会計

予算額 39億3,000万円 予算額 31億6,252万9千円 予算額 23億1,974万7千円

収入済額 39億2,274万円 収入済額 31億2,316万8千円 収入済額 23億2,066万9千円

支出済額 38億9,233万4千円 支出済額 31億2,052万8千円 支出済額 22億8,187万1千円

差引額 3,040万6千円 差引額 264万円 差引額 3,879万8千円

⑷簡易水道特別会計 ⑸小規模下水道特別会計 ⑹温泉事業等特別会計

予算額 5億8,708万7千円 予算額 1億6,227万1千円 予算額 8,394万円

収入済額 5億8,744万8千円 収入済額 1億6,286万1千円 収入済額 8,367万1千円

支出済額 5億8,436万4千円 支出済額 1億6,054万2千円 支出済額 7,128万2千円

差引額 308万4千円 差引額 231万9千円 差引額 1,238万9千円

⑺旅客船特別会計

予算額 5,286万円

収入済額 5,306万2千円

支出済額 5,178万8千円

差引額 127万4千円

平成19年度 愛南町の財政　　

特別会計の予算執行状況

⑻上水道事業会計（消費税抜き） ⑼病院事業会計（消費税抜き）

営業収益（収入） 3億9,410万2千円 医業収益（収入） 5億914万2千円 

営業費用（支出） 3億7,538万5千円 医業費用（支出） 5億3,465万1千円 

営業利益  ໐Ａ 1,871万7千円 医業損失  ໐Ａ △ 2,550万9千円

営業外収益（収入） 3,751万1千円 医業外収益（収入） 8,029万2千円 

営業外費用（支出） 5,700万9千円 医業外費用（支出） 2,460万7千円 

営業外損失  ໐Ｂ △ 1,949万8千円 医業外利益  ໐Ｂ 5,568万5千円 

経常損失  ໐Ａ＋໐Ｂ △ 78万1千円 経常利益  ໐Ａ＋໐Ｂ 3,017万6千円

特別利益 46万7千円 当年度純利益 3,017万6千円

特別損失 39万7千円 前年度繰越利益剰余金 410万9千円

当年度純損失 △ 71万1千円 当年度未処分利益剰余金 3,428万5千円 

前年度繰越利益剰余金 3,359万9千円  

当年度未処分利益剰余金 3,288万8千円  

【用語の説明】
営業収益（収入）は、給水収益（水道料金）、受託工事収益な
どです。
営業費用（支出）は、給与、維持管理費などです。
営業外収益（収入）は、預金利息、補助金などです。
営業外費用（支出）は、企業債利息（建設改良工事に伴う借
入金利息返済）などです。
特別利益は、過年度に支払いした愛媛県退職手当組合負
担金精算戻入金です。
特別損失は、過年度水道料金不納欠損金です。

【用語の説明】
医業収益（収入）は、入院・外来収益、健康診断料などで
す。
医業費用（支出）は、給与、薬剤購入費、施設維持費など
です。
医業外収益（収入）は、預金利息、負担金などです。
医業外費用（支出）は、企業債利息（施設建築費用の返済）
などです。
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基金（貯金）の状況

区　　　分 平成19年度末現在高

財政調整基金 13億6,686万4千円 

減債基金 5億5,560万9千円 

地域福祉基金 8億6,489万円 

公共施設整備基金 1億9,173万9千円 

文化振興基金 1,007万7千円 

地域振興基金 2億4,529万8千円 

ふるさと創生基金 8,060万7千円 

公営住宅建設基金 1,015万1千円 

水資源対策基金 2億4,969万5千円 

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 

会　　　　計 現　　在　　高

一般会計 259億9,175万6千円 

介護保険特別会計 2,804万1千円 

簡易水道特別会計 20億3,993万8千円 

小規模下水道特別会計 16億4,816万9千円 

上水道事業会計 23億7,769万8千円 

病院事業会計 1億4,580万円 

計 322億3,140万2千円 

区　　　分 平成19年度末現在高

人材育成基金 6,581万1千円 

産業振興基金 1億1,826万3千円 

諏訪公園管理基金 433万6千円 

西海ストックヤード管理基金 2,015万3千円 

肉用牛貸付基金 1,931万4千円 

高齢者等肉用牛貸付基金 721万5千円 

地域活性化基金 20億円 

土地開発基金 1億77万3千円 

国民健康保険財政調整基金 306万7千円 

介護保険給付費準備基金 4,917万7千円 

計 60億1,264万円 

　基金（貯金）現在高を町民1人当たりに換
算すると、約22万7千円になります。
　地方債（借金）現在高を町民1人当たりに
換算すると、約121万5千円になります。
　ただし、地方債現在高のうち交付税算入見
込額204億4,951万5千円を足すと、差引117
億8,188万7千円が実質的な地方債残高にな
り、町民1人当たりの地方債（借金）現在高
は、約44万4千円となります。

地 方 債 の 状 況

平成19年度の主な事業

愛媛大学南予水産研究センター設置事業休憩所及び公衆便所整備事業（上大道地区）
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愛南町の平成19年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行により、町の財政状況が新しい財政指標に

より判断されることになりました。

　愛南町の平成19年度決算について、一般会計等の健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と公営企業会計の資金不足比率は、いずれの比率

も国の基準を下回り、現在のところ、町の財政は健全な状態にあるといえます。

◎４つの指標の内容は、次のとおりです

実 質 赤 字 比 率
　一般会計等（温泉事業等特別会計を含む）を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率で、黒字であれば実質赤字比率はなしと考えます。

連結実質赤字比率
　全会計を対象とした実質赤字（又は資金不足額）の標準財政規模に対する比率
をいいます。

実 質 公 債 費 比 率
　愛南町に標準財政規模（標準的に入ってくる税金や地方交付税など）のうち、
何％が借金の返済に使われているかを示す比率で、過去３年間の平均値を表しま
す。

将 来 負 担 比 率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総額（規模）
で、愛南町における平成19年度の標準財政規模（臨時財政対策債を含む）は、99億5,616万9千円でした。

健全化判断比率は、次のとおりです

実質赤字比率（％）連結実質赤字比率（％）実質公債費比率（％）将来負担比率（％）

愛 南 町 － － 16.9 119.2 

早 期 健 全 化 基 準 13.34 18.34 25.0 350.0 

財 政 再 生 基 準 20.00 40.00 35.0 

　本町の場合、黒字となるため実質赤字比率は「なし」となりました。
　愛南町の指標の数値が、早期健全化基準や財政再生基準を１つでも上回れば、財政健全化計画の策
定が義務付けられたり、地方債の起債が制限されたりするようになります。

資金不足比率（公営企業における指標）は、次のとおりです

特別会計の名称 資金不足比率（％） 経営健全化基準（％）

上水道事業会計 －

20.0

病院事業会計 －

簡易水道特別会計 －

小規模下水道特別会計 －

旅客船特別会計 －

　本町の場合、いずれの会計も資金不足額がないため「なし」となりました。
　資金不足比率とは、公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率です。

　平成19年度における財政状況について、企画財政課（℡７２－７３１７）へ問い合わせくださ

い。
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防
災
対
策
課
か
ら

地
域
住
民
の
絆
が

　

防
災
力
を
高
め
る
！

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年　

第
３
回  

町
議
会
定
例
会

高
齢
者
支
援
課
か
ら

ご
長
寿
を
祝
い
、

高
齢
者
を
訪
問
し
ま
し
た

県
立
大
学
木
材
高
度
加
工
研
究
所
の
渡

辺
千
明
准
教
授
ら
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト

が
、
「
防
災
新
時
代
！
男
女
共
同
参
画
の

災
害
に
強
い
ま
ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話
題
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
内
か
ら
は
、

谷
口
町
長
を
は
じ
め
、
町
赤
十
字
奉
仕

団
代
表
の
森
岡
眞ま

由ゆ

美み

さ
ん
や
町
自
主

防
災
組
織
連
絡
協
議
会
会
長
の
清
水
岩い

わ

門と

さ
ん
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

森
伸
一
郎
准
教
授
は
「
防
災
対
策
に

は
、
地
域
が
持
つ
多
様
な
人
の
つ
な
が

り
や
活
動
を
活
か
す
こ
と
が
有
効
で
、

男
女
双
方
の
視
点
に
配
慮
し
た
防
災
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
上

で
、
そ
の
た
め
に
「
男
、
女
と
い
っ
た
違

い
が
あ
る
よ
う
に
個
人
の
多
様
性
を
尊

重
し
合
う
こ
と
が
重
要
だ
」
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
が
共
に
支
え
あ
う
災
害
に
強
い
ま

ち
の
実
現
を
め

ざ
し
、
４
５
０

名
が
参
加
し
て

御
荘
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
愛
南

町
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

愛
媛
大
学

防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
の
森

伸
一
郎
准
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
秋
田

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
20
年
第
３
回
町

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
始
め
に
谷

口
町
長
が
「
今
後
、
農
業
分
野
に
お
い
て

も
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
愛
媛
大
学
農

学
部
の
間
で
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
愛
南
町
に
特
化
し

　

愛
南
町
で
は
、
敬
老
の
日
を
前
に
、

満
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
25
名
に
、

ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
本
町
の
最
高
齢
者
は
、
自
在

園
に
入
所
さ
れ
て
い
る
鈴
木
ス
ガ
ノ
さ

 8/
   24

 9/
   12

 9/

11～19

た
指
導
体
制
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
」

と
、
招
集
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
、
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
と
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
が
２
議
案
、

平
成
19
年
度
上
水
道
事
業
会
計
及
び
病

院
事
業
会
計
の
決
算
認
定
が
２
議
案
、
平

成
20
年
度
一
般
会
計
、
上
水
道
事
業
会

計
、
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
簡
易

水
道
の
各
特
別
会
計
と
等
の
補
正
予
算

が
５
議
案
、
国
に
よ
る
公
的
森
林
整
備
の

推
進
と
国
有
林
野
事
業
の
健
全
化
を
求

め
る
意
見
書
及
び
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
に
関
す
る
意
見
書
等
４
議
案
、
計

14
議
案
が
認
定
・
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
内
倉
長

ち
ょ
う
ぞ
う

蔵
・
増
元
久ひ

さ

男お

・

西
口
孝

た
か
し

の
各
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は

２
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ん
（
１
０
７

歳
）
で
す
。

　

当
日
は
、

鈴
木
さ
ん
の

ほ
か
４
名
の

方
に
、
谷
口

町
長
が
「
ご

長
寿
、
お
め

で
と
う
ご
ざ

い

ま

す

」

と
、
記
念
品

を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
本

町
の
高
齢
化

率
（
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
方

の
割
合
を
表
し
た
も
の
）
は
、
30
・
65
％

（
平
成
20
年
８
月
末
現
在
）
で
す
。
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総務課から

決定した各委員会等の委員をお知らせします

商
工
観
光
課
か
ら

『
町
民
歌（
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
）』と

『
音
頭
』の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す

地域包括支援センター運営協議会
委員の任期は、平成20年6月12日から平成22年3月31日ま
でです。

区　　　分 氏　名 住　所

厚生常任委員会委員長 　山　下　正
まさ

　敏
とし

中浦

厚生常任委員会副委員長 　内　倉 長
ちょう

　蔵
ぞう

正木

行政協力員会会長 　清　水　岩
いわ

　門
と

久良

民生児童委員協議会会長 　木　口　喜
のぶ

　博
ひろ

柏

老人クラブ連合会会長 　清　水　　 瀞
きよし

越田

福祉ボランティア団体代表 　大　森　洋
よう

　子
こ

城辺甲

特別養護老人ホーム自在園施設長 ◎清　家　洋
ひろ

　晃
あき

御荘平城

南宇和郡医師会指定居宅介護支援事業所代表 　三　浦　由
ゆ

　美
み

御荘長月

町社協城辺訪問介護事業所代表 　近　平　すみ子
こ

御荘平城

南宇和郡医師会会長 　粉　川　顯
けん

 仲
ちゅう

城辺甲

南宇和郡歯科医師会会長 ○宮　田　裕
ひろ

　之
ゆき

御荘平城

町国民健康保険運営協議会委員代表 　山　下　希
き よ こ

代子 久家

町食生活改善推進協議会会長 　尾　﨑　イトミ 満倉

町健康推進員代表 　田　下　桂
けい

　子
こ

鯆越

町第1号被保険者代表 　山　内　武
たけ

　美
み

御荘平城

町第2号被保険者代表 　中　村　由
ゆ き こ

紀子 平碆

福祉活動経験者代表 　武　田　惠
けい

　子
こ

増田

愛南町商工会会長 　永　元　鈴
すず

　男
お

御荘平城

山内武美さん、中村由紀子さんが公募委員です。

住民参画手続検討委員会
　委員の任期は、平成20年8月29日か
ら町長に答申するまでです。

氏　　名 住　所

◎佐　藤　和
かず

　彦
ひこ

緑丙

○小　島　正
まさ

　俊
とし

柏

　中　村　威
い く お

久男 柏

　藤　田　儲
しょ

　三
ぞう

御荘菊川

　辻　内　 　 功
いさお

御荘平城

　清　家　義
よし

　隆
たか

御荘平城

　岡　﨑　昭
あき

　興
おき

高畑

　原　田　達
たつ

　也
や

緑乙

　末　武　文
ふみ

　男
お

緑乙

　中　井　周
かね

　代
よ

増田

　山　下　延
のぶ

　夫
お

上大道

　池　田　多
た

　美
み

久家

　池　田　俊
とし

　彦
ひこ

下久家

　濱　田　功
あつ

　義
よし

内泊

公募委員については、希望者なし。

町民憲章起草委員会
　委員の任期は、平成20年8月1日から
町長に答申するまでです。

氏　　名 住　所 備考

◎山　下　啓
けい

　介
すけ

船越

○土　居　由
ゆ

　美
み

城辺甲

　椙　山　寿
す え こ

恵子 防城成川 公募委員

　尾　本　冨
ふ み こ

美子 中浦

　西　田　博
ひろ

　文
ふみ

城辺乙

　大　西　浩
ひろ

　樹
き

一本松

　清　本　一
いっ

　正
せい

内泊

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ま
た

広
く
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
町

の
歌
」
と
「
音
頭
」
を
作
り
ま
す
。

募
集
内
容

　

『
町
民
歌
』
と
『
音
頭
』
の
２
部
門
。
各

部
門
１
人
２
作
品
ま
で
で
、
歌
詞
は
４

番
以
内
。
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の

も
の
で
、
他
者
の
知
的
財
産
権
を
侵
害

し
な
い
も
の
。

募
集
期
間　

10
月
15
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
21
年
１
月
15
日
ま
で

応
募
資
格

　

町
内
に
在
住
・
勤
務
・
在
学
の
方

　

町
出
身
の
方
又
は
過
去
に
仕
事
や
学

校
等
で
町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
た
方

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
商
工
観
光
課
又
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
金　

町
民
歌
及
び
音
頭
の
各
部
門

　

大
賞
１
作
品　

賞
金
10
万
円

　

佳
作
２
作
品　

賞
金
２
万
円

問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　各委員会の氏名の前の◎は、委員長又は会長。○は、
副委員長又は副会長です。
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商
工
観
光
課
か
ら

四
国
を
極
め
る
観
光
達
人

を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
！

商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
ビ
ー
ル「
愛
な
ん
よ
！
」

が
で
き
ま
し
た

財
産
管
理
課
か
ら

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

　

㈳
愛
媛
県
観
光
協
会
で
は
、
四
国
の

自
然
や
歴
史
等
の
幅
広
い
分
野
に
わ
た

り
、
豊
富
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
「
四

国
観
光
検
定
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
試
験
日
時　

12
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
20
分

○
試
験
場
所　

松
山
大
学
、
西
予
市
中

央
公
民
館
、
西
条
商
工
会
館

○
受
験
料　

３
，１
５
０
円

○
募
集
期
間　

11
月
14
日（
金
）ま
で

○
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
㈳
愛
媛
県
観
光
協
会
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
、

商
工
観
光
課
又
は
愛
媛
県
観
光
協
会

(http://w
w
w
.shiko

kukentei.co
m
/)

に
設

置
し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

県
内
主
要
書
店
で
、
公
式
テ
キ
ス
ト

（
２
，
１
０
０
円
）
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
く
は
、
㈳
愛
媛
県
観
光
協
会（
℡

０
８
９
―

９
５
１
―

０
７
１
１
）又
は
商
工

観
光
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
で
は
、
一
本
松
地
域
に
進
出
が

決
ま
っ
て
い
る
隆
祥
産
業
株
式
会
社
の

協
力
を
得
て
、
愛
南
ビ
ー
ル
「
愛
な
ん

よ
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
希
望
小
売
価

格
は
、
１
本
３
５
０
円（
３
３
０
㎖
）で

「
観
光
地
」
と
「
特
産
品
」
の
２
種
類

の
ラ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
箱
入

り
３
本
セ
ッ
ト（
１
，２
０
０
円
）も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
家
庭
や
贈
答
品
と
し
て

「
愛
な
ん
よ
！
」
を
広
く
利
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

す
で
に
、
一
部
の
販
売
店
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課

（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構　造 空部屋の概要

月額家賃 敷　金 共益費 その他特記事項

三島団地1棟（公営住宅） 城辺乙669番地 鉄筋4階建（築34年） 111号、3DK 53.9㎡ 

9,300円～15,500円 家賃の3ヵ月分 有

三島団地2棟（公営住宅） 城辺乙669番地 鉄筋3階建（築34年）
211、221、226、232、233号

3DK 53.7㎡

9,300円～15,400円 家賃の3ヵ月分 有

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。

　

入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類

を
添
え
て
本
庁
財
産
管
理
課
又
は
各
支

所
住
民
福
祉
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

１
住
宅（
空
家
）の
概
要

　

上
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
申
込
受
付
期
間   

　

10
月
14
日（
火
）〜
22
日（
水
）

　

受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　

（
土
・
日
は
除
き
ま
す
）

３
入
居
者
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び

町
内
に
居
住
を
希
望
し
て
い
る
方

で
、
住
宅
に
お
困
り
の
方

⑵
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑶
申
込
者
（
同
居
親
族
を
含
む
）
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※（
こ
こ
で
い
う
暴
力
団
員
と
は
「
暴

力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い

い
ま
す
。）

※
な
お
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居

資
格
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４
申
込
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管

理
課
住
宅
係
【
℡
７
２
―

７
３
１
０（
直

通
）】
又
は
各
支
所
住
民
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

左から、愛南ビールを手にした中

村由
ゆ

紀
き

子
こ

広報編集委員、宮本和
わ

夏
か

子
こ

広報編集委員です
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税
務
課
か
ら

「
平
成
20
年
分
年
末
調
整
事
務

説
明
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す

保
健
福
祉
課
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

気
を
つ
け
て
!!

生
涯
学
習
課
か
ら

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
が
表
彰
！

　

今
年
も
、
源
泉
徴
収
事
務
の
総
決
算

と
い
う
べ
き
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
宇
和
島
税
務
署
で
は
、

平
成
20
年
分
源
泉
所
得
税
の
改
正
・
納

付
書
等
の
記
載
要
領
・
年
末
調
整
の
仕

方
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
に
は
、
年
末
調
整
関

係
諸
用
紙
を
封
入
し
た
封
筒
を
、
事
前

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
に
は

必
ず
こ
の
封
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

開催日 開催時間 開催会場 対象地域

11月10日
（月）

10：00～
12：00

宇和島市役所 
2階 大会議室

宇和島市（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

11月10日
（月）

14：00～
16：00

宇和島市役所
2階 大会議室

宇和島市
(法人事業者)

11月18日
（火）

13：30～
15：30

愛南町城辺社
会福祉会館
3階 中ホール

愛南町

11月19日
（水）

14：00～
16：00

鬼北町近永公
民館2階 講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良
い日にご来場いただけます。
問い合わせ　詳しくは、税務課（℡72－7301）へ問
い合わせください。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
と
き
と
し
て

大
流
行
し
、
多
く
の
人
々
の
命
を
奪
う

こ
と
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
特

に
、
高
齢
者
の
方
や
子
ど
も
さ
ん
は
、

免
疫
力
が
低
い
た
め
、
合
併
症
を
引

き
起
こ
し
重
症
化
し
や
す
く
、
注
意
が

必
要
で
す
。
思
い
あ
た
る
症
状
が
あ
る

場
合
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

65
歳
以
上
の
方
と
、
60
歳
以
上
65
歳
未

　

役
場
本
庁
舎
で
、
谷
脇
大
洲
河
川
国

道
事
務
所
副
所
長
か
ら
「
平
成
20
年
度

国
土
交
通
行
政
関
係
功
労
者
」
の
表
彰

状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
白し

ら

菊ぎ
く

会か
い

（
菊
川

老
人
ク
ラ
ブ
、
清
家
菊き

く

馬ま

会
長
）
が
国

土
交
通
大
臣
表
彰
、
栄え

い

寿じ
ゅ

会か
い

（
栄
町
老

人
ク
ラ
ブ
、
小
島

た
け
し

武
会
長
）
が
道
路
協

会
長
表
彰
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
四
国
地
方
整
備
局
長
表

彰
を
一
本
松
中
学
校
、
一
本
松
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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満
の
方
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

病
気
が
あ
る
方
は
、
10
月
15
日
〜
12
月
31

日
ま
で
の
間
、
予
防
接
種
を
１
回
の
み

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予

防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
必
ず
「
接
種

券
」
が
必
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

次
の
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
保
健
福
祉
課

　

（
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

℡
７
２
―
１
２
１
２

内
海
支
所
住
民
福
祉
課 

℡
８
５
―
０
３
１
１

御
荘
支
所
住
民
福
祉
課 

℡
７
２
―
１
１
１
１

一
本
松
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

℡
８
４
―
２
２
１
１

西
海
支
所
住
民
福
祉
課 

℡
８
２
―
１
１
１
１

こ
の
ほ
か
、
次
の
方
々
が
、
大
洲
河
川
国
道
事

務
所
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

　

ワ
イ
ズ（
代
表
、
吉
村
厚あ

つ

洋ひ
ろ

さ
ん
）、
愛
南
町
職

員
組
合
、
菊
川
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ（
代
表
、
山
平

重じ
ゅ
う
じ
ろ
う

治
郎
さ
ん
）、
㈱
久
保
建
設（
代
表
、
久
保

い
さ
む

勇
さ

ん
）、
㈱
リ
ョ
ッ
カ（
代
表
、
松
田
正ま

さ

紘ひ
ろ

さ
ん
）

合
併
症

熱
主
な
症
状

初
期
症
状

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
の
違
い
は
？

気
管
支
炎

肺
炎
等

38
〜
40
度

発
熱
、
全
身
痛

悪
寒
、
倦
怠
感

悪
寒
、
頭
痛

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ま
れ

微
熱

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り

せ
き

の
ど
の
乾
燥
感

く
し
ゃ
み

か　

   

ぜ

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
？

◆
予
防
接
種
を
受
け
る

◆
手
洗
い
と
う
が
い
を
す
る

◆
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

◆
人
ご
み
を
避
け
る

◆
室
内
の
乾
燥
に
気
を
つ
け
る

◆
マ
ス
ク
の
着
用

一本松女性団体連絡協議会

一本松中学校

左から、表彰状を手にする小島武
たけし

さん、清家菊
きく

馬
ま

さんです。
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南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
愛
大
南
水
研
か
ら
、

　
　

こ
ん
に
ち
は
」！

竹ノ内徳
なるひと

人さん

水
産
研
究
開
発
室
か
ら

地
域
へ
の
波
及
効
果
を

期
待
！

企
画
財
政
課
か
ら

２
０
０
８
漁
業
セ
ン
サ
ス
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
地

域
全
体
の
元
気
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
人
々
の
発
意
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
多
く
の
人
々
・
組
織
と
の
協
働
に

よ
っ
て
成
立
す
る
の
も
、ま
た
事
実
で
す
。

　

南
水
研
を
拠
点
に
し
て
、
愛
南
町
の

水
産
業
・
水
産
物
に
携
わ
る
人
々
と
共

に
、
人
と
組
織
と
地
域
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
へ
の
お
手
伝

い
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

愛
南
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
科
学
研

究
部
門
の
竹た

け

ノの

内う
ち

徳な
る

人ひ
と

で
す
。
主
な
研

究
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
論
や
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
戦

略
な
ど
で
す
が
、
そ
の
狙
い
は
地
域
や

水
産
業
の
元
気
づ
く
り
に
携
わ
り
た
い

と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
南
水
研
に

は
、
週
末
（
主
に
木
曜
日
〜
土
曜
日
）

に
常
駐
し
て
、
港
や
集
落
を
周
っ
て
水

産
業
の
問
題
点
や
改
善
策
の
発
見
、
研

究
領
域
と
水
産
業
の
実
情
を
つ
な
ぎ
、

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
い
う
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
海
や
水
産
業
と
の
関
わ
り
は
、

父
の
仕
事
の
関
係
で
「
海
端
」（
鹿
児
島
弁

で
「
う
ん
ば
た
」）界
隈
に
住
む
こ
と
が
多

く
、
海
や
魚
の
匂
い
、
漁
港
や
水
産
業
、
釣

り
や
磯
遊
び
が
常
に
身
近
な
存
在
と
し

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
に
入
学
し
、
漁

村
社
会
や
水
産
経
済
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
大
学
の
実
習
で
泊
ま
り
込
ん
だ
漁

村
で
は
、
夕
方
早
く
に
商
店
が
閉
ま
り
、

若
者
も
減
り
、
活
気
が
な
く
な
っ
て
い

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
西
海

支
所
内
に
愛
媛
大
学
南
予
水
産

研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
普
段
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て

い
る
か
な
ど
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い

て
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

開
設
後
初
め
て
の
見
学
会
（
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
と
午
後
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た

見
学
会
に
は
、
計
１
４
０
名
が
参
加
さ

れ
、
同
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
地
域
の
期

待
と
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
西
智
代
さ
ん
（
蓮
乗

寺
）
は
、
「
地
域
に
大
学
が
あ
る
の
は
、

素
晴
ら
し
い
こ
と
。
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
が
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
て

い
る
の
で
、
そ
の
効
果
は
地
域
に
も
波

及
す
る
と
思
う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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く
様
を
実
感
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と

同
時
に
水
産
業
や
漁
村
を
活
気
に
満
ち

た
、
楽
し
く
や
り
が
い
の
あ
る
場
所
に
し

て
い
く
こ
と
を
研
究
の
テ
ー
マ
に
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
南
町
と
私
の
関
わ
り
は
、
若
林
副

セ
ン
タ
ー
長
の
コ
ラ
ム
に
も
あ
る
よ
う

に
数
年
前
の
愛
南
大
漁
ま
つ
り
の
調
査

が
原
点
に
な
り
ま
す
が
、
自
然
環
境
の
美

し
さ
、
魚
介
類
の
美
味
し
さ
、
人
々
の
も

て
な
し
の
温
か
さ
は
、
全
国
津
々
浦
々
の

漁
村
地
域
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
大
変

魅
力
的
な
町
で
す
。
こ
の
魅
力
を
さ
ら

に
大
き
く
し
て
い
く
に
は
、
付
加
価
値
を

創
出
す
る
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
域
資

源
を
紡
ぎ
有
効
活
用
し
て
い
く
マ
リ
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
展
開
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
取

　

11
月
１
日
、
５
年
に
一
度
の
漁
業
セ

ン
サ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
「
水

産
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
大

切
な
調
査
で
す
。

　

農
林
水
産
省
が
都
道
府
県
・
市
区
町

村
を
通
じ
て
実
施
す
る
調
査
で
、
漁
業

者
や
水
産
関
係
者
の
方
々
の
と
こ
ろ
へ

統
計
調
査
員
が
調
査
票
へ
の
記
入
の
お

願
い
に
伺
い
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
課
か
ら

10
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

健康

知識や技
術の提供

みんなで力を合わせれば らくやな～し！

本
人
本
人家

族
家
族

地
域
住
民

地
域
住
民

行
政
関
係
者

行
政
関
係
者

保
健
　
　

医
療
関
係
者

保
健
　
　

医
療
関
係
者

住民参画（住民組織活動）

健康を支援する

環境づくり

豊かな人生

地域のネットワーク
地域の環境
（住居・道路・交流等）

（島内１９８７年、吉田・藤内１９９５年作成を一部変更）

健康づくりを支援する生活環境づく

りに取組、地域の力を生かしてみん

なで健康づくりを推進します。

保健福祉課から

私たちは 健康づくりをサポートします！

消
防
本
部
消
防
課
か
ら

宝
く
じ
の
助
成
で

整
備
し
ま
し
た

　

１
日
・
８
日
・
15
日
・
29
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

11
月
の
引
取
日
は
、

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら
れ

た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て
役
場

本
庁
又
は
各
支
所
地
域
振
興
課
ま
で

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
10
月

か
ら
野
良
犬
・
野
良
ね
こ
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
無
料
で
行
い
ま
す

が
、
飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
引
取
り

に
つ
い
て
は
、
有
料
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食生活改善推進協議会
　「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に、食生

活改善を中心とした健康づくりを行っています。講

習会で学んだことを近所の方に伝え、地域ぐるみで

より良い生活が送れるように取り組んでいます。子

どもや高齢者など、いろいろな方への食育教室など

も行っていますので、気軽に声をかけてください。

健康推進委員会
　健康づくりをサポートできる

地域をめざし、42名の委員さん

が活動しています。学習会で学

んだことを活かし、身近な地域

での運動教室や高齢者と地域住

民が集う場づくりに取り組んで

います。また、公民館だよりに

健康記事を掲載したり、健診を

受けようと声かけをしたりと健

康づくりの輪を広げています。

　

財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
で
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
普
及
広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ

る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
民
間
防
火
組
織
等
の
育
成
強
化
を

図
る
目
的
で
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
20
年
度
の
防
火
防
災
訓
練
用
資
器

材
助
成
事
業
で
、
心
肺
蘇
生
訓
練
用
人

形
１
体
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
１
台
、

人
工
呼
吸
用
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
50
箱

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
器
材

は
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に
不

可
欠
な
も
の
で
、
住
民
の
救
命
に
対
す

る
意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
救
命
講
習
を
数
多
く

の
方
々
が
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

親子に朝食の大切さを紙芝居で伝える育食教室

乳がんの自己検診法の学習会
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保健事業のお知らせ（１０月）
保
健
福
祉
課
か
ら

私
た
ち
が
身
体
障
害
者
・

知
的
障
害
者
相
談
員
で
す

町
民
課
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業

務
に
つ
い
て
！

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

10月  8日 水 赤水公民館 １３：００～１４：３０
10月  9日 木 中浦ふれあい交流館 １３：００～１４：３０
10月10日 金 御荘文化センター １３：００～１４：３０
10月14日 火 菊川農村研修センター １３：００～１４：３０
10月15日 水 御荘文化センター １３：００～１４：３０
10月16日 木 御荘文化センター １３：００～１４：３０

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

１歳6ヵ月児健診 10月  7日 火
城辺保健福祉センター

平成19年1月1日～
平成19年2月28日生

３歳児健診 10月21日 火
平成17年7月1日～
平成17年8月31日生

予防接種
内　容 月　日 曜日 場　所 対象者

ポリオ

10月16日 木

城辺保健福祉センター

平成19年12月1日～
平成20年6月30日生

10月29日 水
平成19年6月1日～
平成19年11月30日生

11月  5日 水
平成13年4月1日～
平成19年5月31日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 10月  3日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 10月14日 火
西海支所２階

親子ふれあい交流室
  ９：３０～１１：３０

みなみっ子 10月27日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０
すくすく相談 10月29日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他
内　容 月　日 曜日 場所 時　　間

病態栄養相談 10月10日 金 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

「かるがも教室」10月26日 日 城辺保健福祉センター
  ９：３０～１１：３０

事前申込み

　

次
の
方
が
、
愛
媛
県
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
障
害
を
持
つ
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

を
受
け
た
り
、
助
言
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
相
談
の
内
容
等
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
４
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る

「
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付
督
励
」
や

「
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
及
び
保

険
料
の
収
納
業
務
」
に
つ
い
て
、
民
間

委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
従
来
国
が
行
っ
て
き
た
事
業
に
民

間
事
業
者
の
参
入
機
会
を
広
げ
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
め
ざ
す
「
市
場
化
テ
ス
ト

事
業
」
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

愛
媛
県
内
に
お
い
て
も
、
愛
媛
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
間

事
業
者
が
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
な

ど
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
実
施
期
間
：
平
成
20
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で
》

　

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

 

○
10
月
17
日（
金
） 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

川東　祐
ゆう

亮
すけ

さん

福本　直
なお

代
よ

さん

○
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　

（
℡
７
２
―

２
０
３
７
）

○
身
体
障
害
者
相
談
員　

　
　

（
℡
７
２
―

６
６
４
４
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

 

税
務
課
等
か
ら
！

10
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１０・１１月行事予定表

第１日曜日   5日 竹本医院 城 辺 乙 ☎72-3271

第２日曜日 12日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

体 育 の 日 13日 内海診療所 柏 ☎85-0341

第３日曜日 19日 松本クリニック 一 本 松 ☎84-2001

第４日曜日 26日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１０月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

5期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

4期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の
浦
・
古
月
・

鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

10/28

11/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
各
集
会
所

10/24

11/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会
所

10/22

11/21

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

10/20

11/19

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

10/16

11/17

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満

倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

10/14

11/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

10/9

11/12

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

10/7

11/10

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

10/3

11/6

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

10/1

11/4

１０、１１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

4 土 13：00～17：00
愛－１グランプリ

２００８
南レク城辺
多目的グラウンド

9 木 19：30～21：00
人権・同和教育
基礎講座⑤

御荘文化
センター

12 日   8：30～17：00
第4回愛南町

スポーツ少年大会
ソフトボール競技

あけぼの
グラウンド

17 金 10：00～15：30
社会保険

年金一日相談
町商工会
城辺支所

18 土
13：30～16：00

生涯学習講座
「四国遍路と世界の巡礼」

①

御荘文化センター
大研修室

14：30～15：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

20 月 10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

21 火 19：30～21：00 同和問題基礎講座④
御荘文化
センター

25 土

  6：00～16：00 あいなん磯釣大会
西海及び

内海地域の磯

  9：30～15：00 愛南ウォッチング
城辺地域
全体報告会

14：00～15：00 作って遊ぼう 御荘夢創造館

29 水 13：00～15：00 特設行政相談所開設 城の辺学習館

１１月

5 水 13：00～15：00
行政相談

（内海地域）
DE・あ・い・21

8 土   9：00～17：00 愛南町文化祭
御荘文化

センターほか

9 日   9：00～16：00 愛南町文化祭
御荘文化

センターほか

12 水 13：00～15：00 行政相談
御荘文化

センターほか

15 土

  8：30～17：00
トレッキング・ザ・

空海あいなん
松尾峠～

御荘文化センター

  9：00～12：00 正木花とり踊り 観喜光寺

14：30～15：30 読み聞かせ 御荘夢創造館

16 日   8：30～16：30
トレッキング・ザ・

空海あいなん
DE・あ・い・21
～嵐坂「風園」

あいなん磯釣り大会を開催します

　西日本屈指の漁場「にしうみ＆うちうみ」の海
域において、磯釣大会を開催します。愛南町自慢の
特産品など、多数の賞品を用意していますので、是
非、ご参加ください。

開 催 日　１０月２５日（土）
開催場所　西海又は内海地域の海域
参 加 費　１人８,０００円
　　　　　（渡船料、弁当代、傷害保険料含む）
参加資格　健康状態に問題のない１８歳以上の男女
そ の 他　詳しくは、愛南マリンイベント実行委
員会事務局〈西海支所地域振興課〉（℡０８９５－８２
－１１１１）まで問い合わせください。


